（社）　日本設計工学会　四国支部

平成１８年度　特別講演会・研究発表講演会

開催日時：平成19年3月1７日（土）

会場：高知工科大学　Ａ棟
交通案内：添付書類に示しましたのでご覧下さい．

参加料：無料（但し，研究発表講演論文集１冊1000円）
Ⅰ 特別講演会：13時００分～13時５０分
　　演題：「最近の自動車技術動向と生産技術の革新について」
　　講師：大塚幸男（高知工科大学知能機械システム工学科　教授，

前トヨタ自動車株式会社）
場所：Ａ棟１階112教室
Ⅱ 研究発表講演会： 

●第一会場：Ａ棟５階５５８号室
   　 ①14時００分～１５時００分
      　座長　高知工科大学　　井上喜雄

(1) ばね質量振動モデルを用いた遊具周りの衝撃緩衝材のHIC値に関する研究
香川大学　 　大上祐司

　　　　　　　　　　　　　　　　　香川大学　 ※藤井啓太
 (2) 天井クレーン用脱輪防止装置の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校　　 ※岩田弘

　　　　　　　　　　　　　　　　 （株）今井鉄鋼　　　　　    今井敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県産業技術センター　   坂東慎之介

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学） 上池奈央

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学） 大西　慎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学） 磯部知明

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学） 金盛大樹
 (3) 高速回転時の丸鋸の振動挙動に関する実験的検討
        　　　                    香川県産業技術センター   ※坂東慎之介
　                    高松工業高等専門学校       岩田弘

        　　　　　　　　　　　　 橋本特殊工業株式会社       橋本浩二
②1５時１０分～１６時３０分
　　座長　高松工業高等専門学校　　岩田弘
(4) 加速器ビームダクト用ベローズにおけるＲＦコンタクトの開発
入江工研株式会社　　※加藤良浩

(5) 一脚ロボットによる走行に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　 　高知工科大学（院）※森 　崇　
高知工科大学　　　　井上喜雄　
高知工科大学　　　　芝田京子

高知工科大学　　　　中浜昌文　
高知工科大学（院）　今西 望

(6) ３リンク一脚ロボットの跳躍に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学     ※中浜昌文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　 井上喜雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院） 森　　崇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院） 今西望

高知工科大学　　　 芝田京子
(7) 主系のパラメータが変動する場合の動吸振器の最適設計法
　　　　　　　　　　　　　　　　　  高知工科大学　   ※井上喜雄　　　
高知工科大学　　   芝田京子

　　●第2会場：Ａ棟５階５５９号室
      ①14時００分～１５時００分
      　座長　徳島大学　　岡田健一
　　　　(1) ３種類の3D-ＣＡＤソフトの比較と学習
高知工科大学（学）※沼川尚太　
高知工科大学（院）　清水義敬　
高知工科大学　　　　坂本東男
(2) 高知工科大学（知能機械システム工学科 環境機械・材料強度研究室）
における3D-CAD教育の現状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（学）※稲瀬　悠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　  坂本東男
        (3) 設計思想の基底
　　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪産業大学名誉教授　※坂本勇        　

武蔵工業大学　　　　　　平野重雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪産業大学　　　　　　西村誠一
②1５時１０分～１６時３０分
　　    座長　香川大学　　大上　祐司
(4) 超音波法を用いた点接触近傍の薄膜測定の可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）※永見　拓也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　　竹内　彰敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）寺田　聖一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）戸田　　聡

(5) 超音波法による油膜厚さ測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）※古川　由容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　　竹内　彰敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）寺田　聖一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）戸田　　聡
(6) 微粒子ピーニングが浸炭硬化鋼の表面強さに及ぼす影響
香川大学　　大上祐司

　　　　　　　　　　　　　　　　  　香川大学　※千野雄司
香川大学　　山川拓哉

(7) 超音波法によるチップソーの材料特性評価に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　  　徳島大学　  岡田健一

｛講演時間15分，質疑討論5分，※は発表者｝
Ⅲ）問合せ先：　社団法人　日本設計工学会　四国支部

　　　　　〒782-8502　高知県香美市土佐山田町

　　　　　高知工科大学知能機械システム工学科
　　　　　　　　TEL．0887-53-1030（知能機械システム工学科代表）
Ⅳ）申し込み期限：平成19年３月１２日（月）
　　　　　　　

Ⅴ）その他：講演論文集（一部1000円）は当日，受付にて販売いたします．なお，残部がある場合には，実費（論文集代及び送料）にて配布しますので，講演会開催後，支部事務局（高知工科大学）にお問い合わせ下さい．
以　上

講　演　概　要

＊ばね質量振動モデルを用いた遊具周りの衝撃緩衝材のHIC値に関する研究
香川大学　　大上祐司

　　　　　　　　　　　　　　　　　香川大学　※藤井啓太

遊具において発生する事故の要因は多種多様であるが，事故割合が最も高く，死亡や重大な障害に至る可能性が高い要因は転落・落下である．そこで，本研究では遊具周りに設ける衝撃緩衝材に要求される特性をばね質量モデルを用いて解析した．

＊天井クレーン用脱輪防止装置の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校　　岩田弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）今井鉄鋼　　　　　今井敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県産業技術センター　坂東慎之介

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学）　　上池奈央

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学）　　大西　慎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学）　　磯部知明

　　　　　　　　　　　　　　　　　高松工業高等専門学校（学）　　金盛大樹

南海地震をはじめ，巨大地震の発生と被害が懸念されている．天井クレーンについては阪神大震災で落下事例が報告されている．そこで，実用的な脱輪防止装置を開発設計し，強度評価などを行って実用化した事例について報告する．

＊高速回転時の丸鋸の振動挙動に関する実験的検討
        　　　　　　　　　　　　  香川県産業技術センター  ※坂東慎之介

         　　　　　　　　　　　　 高松工業高等専門学校     岩田弘

        　　　　　　　　　　　　 橋本特殊工業株式会社     橋本浩二

　　　　多くの素形材切断に用いられる丸鋸においては，より高能率な切断作業を実現するため，切断作業の高速化が求められている．そこで，高速回転時の丸鋸の振動挙動を調査し，高速切断実現のための課題とその対策について実験的に検討したので，報告する．
＊加速器ビームダクト用ベローズにおけるＲＦコンタクトの開発
入江工研株式会社　　※加藤良浩

　　　　加速器ビームダクトに使用されるベローズには，壁電流をスムーズに流す為にベローズ内部にダクト断面形状を保ったＲＦコンタクトと呼ばれる金具が取り付けられる．本稿では，決められた接触荷重（コンタクト）を確保した上で，伸縮時に低摩擦抵抗，低金属粒子発生を実現したＲＦコンタクトの開発経緯について説明する．
＊一脚ロボットによる走行に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）※森 　崇　
高知工科大学　　　　井上喜雄　
高知工科大学　　　　芝田京子

高知工科大学　　　　中浜昌文　
高知工科大学（院）　今西 望

　　　本研究では走行が着地と跳躍の繰り返しであるという点に着目して一脚ロボットを跳躍させることで二足ロボットの運動性向上を目指している。数値シミュレーションにて，着地による損失の評価や足底の形状による

跳躍性の検討を行ったので報告する。

＊３リンク一脚ロボットの跳躍に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　※中浜昌文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　　井上喜雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）　森　　崇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）　今西望

高知工科大学　　　　芝田京子
人間型ロボットが片足で胴体およびもう一方の脚の重量を大きく跳躍させるのは困難であっても，胴体やもう一方の脚を取り去れば，負荷は大きく減少することに着目し，市販の部品により製作可能な一脚のロボットを考え，それにより大きな跳躍現象について検討する．

＊主系のパラメータが変動する場合の動吸振器の最適設計法

　　　　　　　　　　　　　　　　　  高知工科大学　※井上喜雄　　　
高知工科大学　　芝田京子

主系のパラメータが変動し，かつ加振周波数が限られた範囲で変動する場合の動 吸振器の最適パラメータの計算式を提案している．

＊３種類の3D-ＣＡＤソフトの比較と学習

高知工科大学（学）※沼川尚太　
高知工科大学（院）　清水義敬　
高知工科大学　　　　坂本東男
　　　現在，設計作業において３Ｄ－ＣＡＤは欠かせないものになっている．高知工科大学の私たちの研究室では，主に３種類のＣＡＤソフトを使用している．今回この３種類のソフトで３次元形状を描いた場合の時間，容易さ，問題点を比較し報告する．

＊高知工科大学（知能機械システム工学科 環境機械・材料強度研究室）における3D-CAD教育の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（学）※稲瀬　悠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　  坂本東男

　　  高知工科大学知能機械システム工学科では３Ｄ－ＣＡＤを重点的に学んでいる．手巻ウインチや企業から頂いた図面などを題材にしてＣＡＤを学んでいるが，これらを学生の立場で考察し，その狙いや効果，問題点などを発表する．

＊設計思想の基底

　　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪産業大学名誉教授　　※坂本勇        　

武蔵工業大学　　　　　　　平野重雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪産業大学　　　　　　　 西村誠一
最近の技術的な課題は、新しい倫理に解決求めているものが多い。生命倫理、環境倫理など「新しい部門」が生まれてはいるものの、科学技術の本質とは何かを問う、それら総てを包含する「現実(リアリティ)」とはなにかの議論はない。改めて設計を考えてみる。

＊超音波法を用いた点接触近傍の薄膜測定の可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）※永見　拓也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　　竹内　彰敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）寺田　聖一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）戸田　　聡

ボールベアリングのように接触領域が狭く高面圧になる接触要素周りの薄い油膜の厚さを，超音波法により測定することを試みた．ここでは，ガラスや鋼の平板と鋼球との接触面間の油膜厚さの測定の可能性について述べる．

＊超音波法による油膜厚さ測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学（院）※古川　由容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知工科大学　　　　竹内　彰敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）寺田　聖一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）戸田　　聡
機械の摺動部の潤滑特性の改善にとって重要となる，２面間の油膜厚さや油膜形成状態の把握のために，超音波法の適用を試みた．ここでは，エンジンのコンロッドとブシュのように，固体接触をする２物体を介しての油膜厚さ測定の可能性を検討した結果について述べる． 

＊微粒子ピーニングが浸炭硬化鋼の表面強さに及ぼす影響

香川大学　　大上祐司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川大学　※千野雄司
香川大学　　山川拓哉

　　　一般的にガス浸炭によって生じる浸炭異常層は，仕上工程において研削により除去される．本研究は仕上げ加工時間の短縮を目的とし，微粒子ピーニングによる仕上工程の代替運用を考える．その基礎研究として浸炭処理後の構造用鋼に微粒子ピーニングを施し，その表面強さを統計的に比較して評価した．

＊超音波法によるチップソーの材料特性評価に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島大学　岡田健一

　　　　金属等各種材料の切断用として使われているチップソーの強化のための加工が施されている場合が多い．この強化による材料の特性変化を超音波法を用いて評価しようとする研究である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
